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水市. 
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18)  稲寺秀邦：石綿作業主任者技能講習．建設業労働災害防止協会，2008, 6, 19, 富山. 
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27)  稲寺秀邦：富山の環境問題の歴史. 富山の環境-立山から富山湾深海底まで‐ 平成 20 年度富山市民大学, 2008, 9, 17, 
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29)  稲寺秀邦：石綿作業主任者技能講習．建設業労働災害防止協会，2008, 10, 27. 富山. 
30)  稲寺秀邦：酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習．富山県労働基準協会，2008, 11, 10, 富山. 
31)  稲寺秀邦：精神科医等のための産業保健研修会. 産業保健概論，過重労働・メンタルヘルス対策等, 2008, 11, 16, 富
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学学長裁量経費成果報告書 「立山連峰から富山湾に至る高度差 4,000ｍの自然環境の科学」，理学部重点プロジェク

ト 「環日本海における学際的環境科学の推進」，33-38，富山大学，富山，2008． 
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